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序 文

熊本県教育委員会では、日本鉄道建設公団九州新幹線建設局 の委託を受け、九州

新幹線(八代~西鹿児島)建設事業に伴L、埋蔵文化財発掘調査を実施し ました。

ここに報告する長野遺跡 は、熊本県水俣市長野町に所在する遺跡 で、平成9年度

に発掘調査を実施し、平成10. 11年度に報告書作成を行ったものであり ます。

この発掘調査では、縄文時代から中世にかけ ての多くの資料を得る ことができ ま

した。 特に、中世の建物遺構からは 、中国産の陶磁器類を多数検出するなど、この

地域の中世文化を考える際の貴重な資料となり ました。

この報告書が広く活用され、 文化財保護と研究資料の一助になれば幸いです。

なお、発掘調査に際しては 、専門調査員の先生方からは 多大な御指導・御助言を

賜わり、感謝いたしており ます。 また多方面で御配慮いただいた日本鉄道建設公

団九州新幹線建設局、水俣市教育委員会をはじめ、御協力いただいた関係各位に、

心から厚くお礼を申しあげ ます。

平成12年3月31 日

熊本県 教 育 長

佐々木正典



例

本書は 、平成9年度に熊本県教育委員会が日本鉄道建設公団九州新幹線建設局の委託を受けて実施した、1 

九州新幹線(八代~西鹿児島)建設事業に伴う埋蔵文化財「長野遺跡j発掘調査の記録である。

「長野遺跡」は、 熊本県水俣市長野町に所在する。本書に掲載した2 

現地調査は平成9年12月より実施し、 村崎孝宏・中川裕二が担当した。3 

本書で使用した地図は、 建設省国土地理院発行の地形図(1 :25，000・1 :50，000)をもとに作成した。

国土座標軸による測量基準杭の設定は、 備埋蔵文化財サポートシステム熊本支庖に委託した。

発掘調査での遺物取り上げ作業は、 備)埋蔵文化財サポートシステム熊本支庖に委託した 。

4 

5 

6 

11年度に熊本県文化財収蔵庫で行った。遺物の整理作業は、 平成10，7 

遺物の実測は、 土器及び磁器を(郁埋蔵文化財サポートシステム熊本支庖に、 また石器を側エーティックに8 

委託し、 一部を村田百合子 が行った。

遺構及び遺物実測図の製図は、 杉井涼子・知名石揚子・田上瑞恵・村田が行った。9 

遺物分布図の作成は、 杉井・知名石 ・回上・村田が行った。日Ul

 

遺物の写真撮影は、 村田が行った。11 

本書の編集は 、 熊本県教育委員会が行い 、 村崎が担当した 。

出土 遺物及び調査に関する 記録類は、 一括して熊本県教育委員会が保管している。

凡 例

12 

13 

本書に使用した地形図の一部は 、日本鉄道建設公団九州新幹線建設局から提供を受けたものを基礎にして

いる。

1 

遺構の深さは 、断りがないものは検出面からの深さである。2 

現地での遺構実測は 、1/10又は 1/20 の縮尺で行い 、本書収録の際には 、1/15および1/20、1/40、1/60

の縮尺となっている。

3 

遺物の実測は 、1/1 で行った 。本書収録の際には、 石器が1/1，1/3 、 土器・土 製品及び磁器が2/3・1/3

の縮尺となっている。

遺構を個別に説明する 際用いた「東西南北Jについては 、各々の遺構での任意方向である。

4 

5 
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第1節 調査に至る経緯

第I章 調査の概要
第1節 調査に至る経緯

平成4年度、 日本鉄道建設公団九州新幹線建設局の事業計画が示され熊本県教育委員会 は事 前調査として、

八 代水俣間の踏査を実施しその結果を報告した。埋蔵 文化財については 、 可能性のある地点を含めて12ヶ

所を縫認し通知した。

本調査は 、 九州新幹線建設事業の具体化に伴い 、日本鉄道建設公団九州新幹線建設局から提示された 、 事

業の実施計画を受けて 、 埋蔵文化財に影響 を及ぼす地区について実施した。その目的は埋蔵文化財の破壊に

係わる記録保存である。

熊本県文化課 では 、 九州新幹線建設事 業の本格化に伴い 、 平成4年度より 、 前述の予備調査報告を踏まえ

て埋蔵文化財の滅失の恐れがある地点について 、 現地踏査 及び試掘・確認調査を開始した。

水俣市長 野町 においては、 平成8年度熊本県教育庁文化課学芸員長谷部善ーにより試掘調査を実施し、 「 縄

文時代及び弥生時代の遺物包含層が検出され、 本調査が必要であるJとの報告がなされた。

これを受けて協議 を重ね 、 平成9年12月より 「長 野遺跡J の発掘調査を開始し、 翌年3月終了した。

遺物整理 、 報告書作成については 、年度内に遺跡全体 を取りまとめることはできないと判断し 、 平成10

年度に遺物の整理 を行い 、 報告書印刷は平成11年度に行うこととした。

調査 の組織

[平成9年度本調査 ]

調査責任者 豊田貞二(文化課長)

調査総括 島津義昭(主幹・文化財調査第2係長)

調査担当 村崎孝宏(文化財保護主事) ， 中川裕二(嘱託 、 現嘉島町教育委員会)

[平成10年度整理・報告書作成]

調査責任者 豊田貞二(文化課長)

調査総括 島津義昭(課長補佐・文化財調査第2係担当)

江本 直(主幹)

報告書作成 村崎孝宏(文化財保護主事) ， 村田百合子(臨時)

[平成11 年度整理・報告書作成l

調査責任者 豊田 貞二(首席教育審議 員兼文化課長)

調査総括 島津義昭(課長補佐)

江本 直(主幹兼文化財調査第2係長)

報告書作成 村崎孝宏(文化財保護主事) ， 杉井涼子(嘱託) ， 知名石揚子(嘱託) ， 村田百合子(臨時)

田上瑞恵(臨時)

調査指導及び協力者(順不同)

片岡英治(水俣市立葛渡中学校教諭) 和田好史(人吉市教育委員会) 野田拓治(県立装飾古墳館学芸課長)

長谷部善一(県立装飾古墳館 主任学芸員) 水俣市教育委員会 水俣市の歴史 を語る会 日本鉄道建設公団



第 I 章 調査の概要

第2節 調査の方法と経過

九州新幹線は、 遺跡の立地する平坦地の西端をほぼ南北に縦断し建設される計画である。 その路線幅は、

約11 m程度である。 調査区の設定は、 路線内に設定されていた幅杭と中央杭を利用し任意に行った。

まず、 2区に存在する中央杭から幅杭を見通し基準線とし、 それに直行させ10mXI0mの区画を設定

した。

この区画は、 北→南へA-I 、 東→西へ1-2として設定を行った。 このようにして設定した区画を基本

として調査を実施した。 なお、 当 該調査範囲は、 畦畔により4 つに区画される。 調査の便宜上、 この区画を

北→南へI 区-N区に区分した。

調査の手順と方法は、 以下のとおりである。

まず、 重機による表土除去を行い、 その清掃の後トランシツトを利用して10mXI0mの区画を設定し、

路線幅は11 m程度であるため、 東西軸は両端に便宜的に杭を設定した。

調査は、 遺構の検出と遺物の検出を中心に実施した。

柱穴遺構は、 平面形の確認を行った後に、 約5叩程度掘り下げ柱痕を確認した。 その観察後半裁し、 土層

推積の観察を行い記録を行った。 その記録の後、 残りを掘り下げ完掘し、 全体像を確認する。

この作業の途中で、 検出された柱穴群から建物の復元 が可能であるかの検討を行った。

これらの作業の際に作成される資料には、1/10， 1/ 20に縮尺して作る平面図、 土層断面図、 断面図など

がある。

遺物の検出は、 上記した遺構調査の完了後に実施した。 検出遺物は、 区画別、 基本土層別、 遺物の種類別

に台帳を作成し遺物番号を付した。 この台帳に記載する事 項には、 土器型式、 文様、 石器器種、 石材など が

ある。

こうした発掘作業のほか、 関連遺跡として周辺に分布する遺跡の所在確認調査を実施した。 その成果は、

第II章第2節の歴史的環境の項に示している。

また、 併せて水俣市内及び芦北郡津奈木町 における九州新幹線(新八 代~西鹿児島) 建設予定地で、 試

掘・確認調査の必要な箇所の調査を実施した。

調査の経過は、 下表のとおりである。

第 1 表 長野遺跡発掘調査の経過

月 内 H官』
-現地において発掘調査範囲の確認と廃土仮置きのための場所の検討を行う。

11 -調査事 務所の建設及び表土除去作業の準備を行う。

-水俣市教育委員会 の協力を得て、 発掘調査作業員 の募集を行う。
.8 日、 表土除去作業を行い発掘調査を開始する。

12 
-調査区内を清掃し、 遺構の検出作業を行う。

-調査区画の設定。

-基本土層の確認。
.II区の遺構検出と精査及び記録。

1 . 1 -II区の掘り下げ、 遺物の検出、 取り上げ。
-遺構検出状況の写真撮影。
. II-N区の遺構検出と精査及び記録。

2 . II-N区の掘り下げ、 遺物の検出、 取り上げ。
-遺構検出状祝の写真撮影。
.II-N区の掘り下げ、 遺物の検出、 取り上げ。

3 -遺跡遠景写真撮影。
-調査終了、 器材搬出、 埋め戻し作業。

円L



調査の方法と経過第2節
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第II章 遺跡の立地と環境

第11章 遺跡の立地と環境
第1節 地理的環境

長 野遺跡の所在する水俣市は、 熊本県の巌南端に位置し、 南は鹿児島県出水市、 大口市と境を接する。 北

には山塊が海岸部まで迫り、 急峻な三太郎峠は交通の難所として知られる。

当該地域は多くが山間部で、 肥薩山地に源を発し西流する水俣川や湯出川が刻み込んだ渓谷がみられ、 下

流域には同河川によって形成された扇状地がみられる。

また、 海岸部には複雑に入り組んだいわゆる「リアス式海岸Jがみられ、 鮮新世から洪積世にかけて形成

された古い地層がみられる。

水俣の地質は、 大きく 2つに区分される。 大阪間(仏像)構造線上にみられる四万十層が確認される地域

と、肥薩火山群に属する矢筈岳(標高687 m)や鬼岳(標高735 m)起源の火山岩や噴出物の堆積がみられ

る地域である。 四万十層は、 水俣市の東部水俣川及ひ守湯出川上流域を中心に分布し、 明瞭な砂岩、 頁岩の互

層の露頭は少ないが、 磯岩、 砂岩、 頁岩、 チャート、 石灰岩、 凝灰岩等の堆積岩が認められる。

また、肥薩火山群に属する矢筈岳、 鬼岳、 大関山(標高901 m)等に伴う安山岩質岩石は、 四万十層の分

布域以外に広く分布している。 この安山岩質岩石には、 輝石安山岩、 紫蘇輝石安山岩、 複輝石安山岩、 角閃

石安山岩、 紫蘇輝石角閃石安山岩等がある。 また、 多孔質の安山岩質の溶岩や火砕流推積物、 火山角磯岩、

火山際凝灰岩、 軽石シラス等も産する。 姶良カルデラを起源とする入戸火砕流(シラス)は、 古城~長 野~

初野にかけて分布し、 比高差約40mの丘陵を形成している。

第2節 歴史的環境

1 旧石器時代
現在まで確認されている旧石器時代の遺跡は、 7ヶ 所である。 その多くは、 水俣川の支流で、ある石坂川上

流に広がる高原地幣に、 所在することが知られている。 なかでも、 石飛分校遺跡(池水1969)、 石飛東遺跡

(江本1985)といった遺跡では早くからその存在が知られ、 発掘調査が実施されている。 これらの遺跡では、

AT(姶良Tn火山灰)を挟んで複数の石器文化層が確認され、 多くの成果を上げている。 また、 同地域か

ら鹿児島県出水市に連なる高原には、 著名な上場遺跡(池水1964)が所在する。

当該地域において確認されている旧石器時代遺跡は、 前述した石飛遺跡、 石飛東遺跡のほかに五目木遺跡

ゃぐみの木だん遺跡、 鬼獄遺跡、 侍遺跡、 田の頭遺跡等で遺物が採集されている。

2 縄文時代
当該地域において、 現在まで確認されている縄文時代の遺跡は、48ヶ 所である。 早期の押型文土器が出

土した遺跡は、 金山遺跡、 日当野遺跡、 吉小場遺跡、 宇土前平遺跡、 石飛東遺跡、 鬼獄遺跡、 前平遺跡、 石

飛分校遺跡等がある。 このように、 縄文時代に入っても古い時期の遺跡は、 旧石器時代の遺跡の立地と同様

に高原地帯や山間部に集中する傾向がみられる。 前期以降では、 野川遺跡や茶ノ木平遺跡で轟式土器が、 ま

た平野遺跡や鬼獄遺跡では曽畑式土器が出土している。 石神遺跡においては、 並木式土器の出土もみられ、

当該地域ではほぼ全時期の遺跡が確認されている。 その分布は、 前述したように古い時期では高原地帯に偏

在する傾向が認められ、 時期が新しくなるに従って、 河岸段丘上や海岸部近くにその立地がみられるように

なる。 しかし、 後期中葉以降に属する遺跡は、 さほど多くなく不明な点が多い。

水俣市久木野西木戸遺跡においては、 昭和53 年に久木野小学校改築工事 に伴って発掘調査が実施され、

早期の押型文、 前期の並木式、 中期の岡高式等の土器や石器が検出されている。

また、市街地には南福寺式土器の標識遺跡として有名な南福寺貝塚があり、水俣市在住の斉藤俊三氏によっ
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第21豆| 遺跡分布図
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第H章 遺跡の立地と環境

て発見され、 寺師見国氏や小林久雄氏等によって調査が行われた。 その後昭和47年に、 水俣市教育委員会

が主体となり発掘調査が実施されたが、 詳細については未報告であるため不明である。 当 該貝塚は、 現在一

部を市教育委員会によって保存・保護されているが、周辺は宅地化が進み遺跡の広がり等の把握は困難となっ

ている。

3 弥生時代以降
現在まで確認されている弥生時代の遺跡は、 21ヶ 所である。 その分布は、 水俣川流域沿いに多くみられ、

特に陣内のシラス台地上の陣内遺跡は、 北園地下式板石積石室墓群を含む遺跡で、 弥生期から古墳期までの

遺物が出土している。 また、 陣内台地では、 地下式板石積石室墓の発掘調査も実施されているが、 未報告で

あるため詳細については不明である。 初野貝塚や平貝塚では免田式土器が、 北園貝塚では黒髪式土器が検出

されている。 このように、 当 該地域においては、 中期~後期に属する遺跡が確認されているが、 それ以前の

時期に所属する遺跡は未発見である。

古墳時代の遺跡は、 9ヶ 所確認されている。 このうち、 北園上野古墳群では発掘調査が実施され直万、 鉄

徹、 紬等が出土している。 新村古墳では、 家形石室が確認されている。 しかし、 調査例が少なく、 詳細につ

いては不明な点が多い。

第2表 遺跡地名表

遺跡番号 遺跡名 所在地 時代 種別 備考
l長野 長野 縄文後晩期~中世

2初野 台地 初野 弥生・古墳 包蔵地 縄文後・弥生・古境期遺物出土

3初野貝塚 初野 川内 弥生 貝塚 弥生中・後期、 免田式・野辺国式

4初野古蹟群・オツカ古墳群初野 弥生・古墳 古境 初野古繍群は地下式板石積石室纂、「御塚jか

5瀬戸眼鏡橋 小津奈木(通称前聞) 近世 建造物

6慧浄院廃寺跡 小津奈木小津奈木 中世 寺社 碑I基

7越中次郎兵衛平盛継の墓 小津奈木小津奈木 墓

8浜崎貝塚 岩峨浜崎 弥生 貝塚 御手洗式・南補寺式・御領式・弥生土器、石器

9湯の児製鉄跡 西湯の児台地 古代・中世 生産 製鉄浮やふいご火口等 出土

10 北園上野古境群 陣内北園・上野 古漬 古墳 l基発鋼、 直万・鉄鍍・ヤリガンナ

11 北画貝塚 陣内北園 弥生 貝嫁 黒髪式、土器

12 陣内台地 陣内上野・北園 弥生・古漬 包蔵地 縄文・弥生・古墳、須恵器堤瓶、 旧Iー中遺跡J

13 水俣城跡 陣内古城 中世 械 陣内城ともいう

14 陣内官軍基地 陣内古織1丁目 近代 墓地 明治10年西南の役、 戦死者を葬むる

15 古械 陣内古城 弥生 包蔵地 弥生土器

16 徳富蘇峰・麓花の生家 浜町 近代 建造物

17 権現 江添権現 縄文 包蔵地 土器片・黒輝石片

18 平貝塚 江添 平 弥生 貝塚 重孤文

1 9 南福寺貝塚 南福寺柿の木丸 縄文 員塚 人・獣骨、縄文南福寺式の原拠、 各種土器出土

20 榎谷古績 南福寺 (通称榎谷) 古蹟 古漬 鉄器出土、古老談

21 榎谷黄金仏 南福寺 (ìI!i称観谷) 歴史 石造物 戦跡より出土、 高きは5分位の金銅観音像

22 松尾山 南編寺 (ìI!i称松尾山) 奈良・平安 包蔵地 奈良・平安期、土師器・須恵器・土器出土

23 新村古墳 南福寺前回 古績 古境 3基、家形・木棺

24 前閏 商福寺前田 弥生 包蔵地 弥生後期土器出土

25 侍 江添 侍 旧石器・縄文 包蔵地 細刃器・剥片・縄文土器

26 馬頭観音 長崎(ìI!i称野川) 古繍 包疎地 馬頭観音台地、須恵器・鉱1宰

27 野川 長崎(ìI!i称野川) 縄文・弥生 包蔵地 郵式・南福寺式、弥生、須恵器・土師器

28 中尾山 長野 松尾平 縄文・弥生 包蔵地 土師・須恵(平安)・縄文・石飯・黒輝石片

2 9 余賀 長崎余震 縄文 包蔵地 石銭・石匙・縄文土器

30 平野 深川 平野 縄文 包蔵地 曽畑式・遠川式、 多量に包含

31 犬鹿倉 薄原 管原 縄文 包蔵地 石鍛・石匙・土器片

32 にが水 長崎苦水 縄文 包蔵地 湧泉地、縄文土器・石器

33 茂川 長崎(通称茂川) 縄文~古漬 包蔵地 須恵器・士郎器・石器
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第2節 歴史的環境

第3節 基本土層

今回発掘調査を実施した長野遺跡は、 山地から平地への変化する水俣川左岸に位置し、 その氾濫による土

砂の堆積が認められた。 当該追跡においては、 第8�iを1深層として8枚の土層が確認された。

以下、 各層ごとに説明を行う。

第1層 表土層(耕作土)

第2層 暗灰褐色土層

旧耕作土であると考えられ、 赤褐色の細かな粒子を含む。 また、 この粒子は同層の下位で多量に観察され、

色調も暗くなる傾向が認められた。 層厚は、 20 � 25cmである。

第3層 暗褐色砂買土層

微細な砂粒を多く含む土層で、 水俣川の反乱に起因する椛積層であると考えられる。 乾燥すると硬くしま

る。 上層との層理面で中世に属する遺構を検出した。 また、 中位面~下位にかけては弥生時代I=!:t期後半から

後期前半に属する造物を多量に包含する。 層厚は、 25 � 30cmである。

第4層 暗褐色弱粘質土層

上層に比べて粒子が細かく、 やや粘性を帯びる。 屑厚は、 15 � 20cmである。 縄文|時代i晩期前半から後半

に属する造物を多量に包含する。

第5層 褐色土層

やや明るい色調を呈し、 上層に比して粘性は弱い。 層厚は、 30 � 40cmである。 上位~中位にかけて縄文

時代晩期前半から後半に属する造物を包含する。

第6層 暗褐色土層

土質は、 上層と類似するが色調がやや暗く、 遺物の包含は認められなかった。 層厚は、 20 � 25cmである。

第7層 褐色砂質土層

小石等は、 含まず均質である。 ジャリジャリとした土質である。 層厚は、 40 � 50cmである。 造物等の包

含は認められなかった。

第8層 際層

10cm大程度の円際を多量に含む。
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第E章 調査の成果

第皿章 調査の成果
第1節 縄文時代の遺物

1 土器

長野遺跡で は、 縄文時代に属する 土器が大量 に 出土 した。 そ の大半は、 胴 部 中央 部 に崩曲 を もち 内湾 し な が ら外反ぎ み

に 立ち 上が る 深鉢形の器形が主体 を 占 め る 。 こ の よ う に器種組成は、 深鉢 を主体 と し な が ら浅鉢等 を含 み、 形態 的 に もバ

ラ エティー が認め ら れ る 。

掲載 し た 資料 につ い て は、 第 3表~ 第 4表 にグリッド、 出 土層 位、 器種、 部位 と 残存商、 復元 し た 口径 、 内外 器面の色

調、 胎 土混入物、 調整 、 特徴等詳細 に つ い て 記載 した。

以下 、 分 類ご と に説明 を 行 う 。

1) 精製浅鉢形土器

第 1 1 図 2 1 ， 第 1 4 図 47， 50 - 56 は、 内外 器商 と も よ く 研磨 さ れた いわゆ る 黒色磨研土器 と呼称 さ れる 資料で あ る 。

口 縁部か ら 口唇 部 に か け て の立ち 上が り は短 く 、 1 - 2状 の沈線が横 位 に 施 さ れる も の ( 第 1 4 図 50 - 56) と胴都 中

央 部で屈曲 し外反 し な が ら 立ち 上が り 、 最 大径 が口 縁部に認め ら れる も の ( 第 1 1 図 2 1 ) がみ ら れ る 。

数量的 に は、 粗 製深鉢形土器 に比 し て少 な い。

2) 粗製深鉢形土器

外 器面の調整 は、 工具 を 用 い粗 く 施す も のが多い。 口縁部の形状 は、 平 縁の も のが多 く 認め ら れる が、 中 に は波状 を呈

す る も の ( 第 1 1 図 1 5， 第 1 2 図 23) や 口唇 部 に部分 的 に張 り 出 し状 の粘 土帯 を張 り 付 け る も の ( 第 1 1 図 1 2) も 認め ら

れる 。 全体の器形は、 胴 部 中央 部 に屈闘 を もち 内湾 し な が ら外反ぎ み に 立ち上 が る も の ( 第 8 図 1 ， 第 1 0 図 1 1 ， 第 1 2

図 29， 第 1 3 図 40) があ り 、 こ の なかで屈曲 の緩 やかな も の ( 第 1 2 図 29， 第 1 3 図 40) も み ら れる 。 66 は、 胴 部 に 刻

み目 の あ る突帯 を 施す も ので あ る 。

3) 組織痕文土器

8 1 ，82 は、 外 器商 に組織 痕が押圧 さ れた 資料であ り 、 いわゆ る 組織 痕文土器 と呼称 さ れる も ので あ る 。 確認 さ れた組織

痕 は織布 と 考 え ら れ、 そ の織目 は細 かい。 両者 は、 比 較的近接 した範囲で検出 さ れた。

こ れ ら の土器の大半は、 そ の特徴か ら 無 刻目突帯 文 l 期~無 刻目突帯 文2 期 ( 清田 1 998) に比 定で き る 資料で あ ろ う 。つ

ま り 、 所属時期 は晩期前半~後半に 位置づけ ら れる も ので あ ろ う 。

2 石器

長野遺跡では、 多量 の石器が出土 し た 。 層 位別 で は、 第 H層~第 W層 に か け て 出土 し て い る 。 しか し、 そ の 中心 は第 E

層下 部か ら 第 W層 に か け て 認 め ら れる 。

検 出 さ れた石器に利 用 さ れて い る 石材 は、 黒耀 石が圧倒 的 に 多 く 、 そ の他 で は安山岩 、 サヌカイト、 珪岩 等があ り 、 石

材選択 に はバラ エティー が認め ら れる が、 そ の利 用 の在 り 方 に は偏 り がみ ら れる 。 ま た 、 利 用 さ れる 黒耀 石の大半は、 県

境~大 口周辺 で産 す る も ので、 挟雑物 を 多 く 含ん だ 「日 東系J が主体 を占 め るo こ の よ う に 、 当 該期の石材利 用 の在 り 方

は、 近距離 で獲得 で き る も の を 多用する傾向 が窺 え る 。

図示 し た 石器の器種は、 石倣 ( 第 23 図 1 - 1 5) 、 模形石器 ( 第 24図 1 6 -第 26 図 3 1 ) 、 二次加工 あ る 石器 ( 第 27 図

32 -第 30 図 66) 、 使用痕あ る剥 片 ( 第 3 1 図 68 -第 37 図 1 06) 、 磨石 ・ 磁 石 ( 第 38 図 1 07 - 第 39 図 1 1 7) 、 剥 片 ・

砕 片、 石核 ( 第 40 図 1 1 8 - 第 46 図 1 37) 、 異形石器 ( 第 30 図 67) で あ る 。 こ れら の石器の うち 二次加工 あ る 石器 と し

て分 類 を 行 っ た も のの 中 に は 、 素材調j 片の側辺 部 に粗 い調整 課工 を連続 的 に施 し た もの も 認め ら れ、 削 器 と し て分 類す る

こ と も可能で あ ろ う か。

ま た、 出 土 し た 石器の組成か ら は打製石斧が認め ら れず 、 模形石器や石核 ・剥 片類が多 い点は留意が必要で あ ろ う 。

さ ら に 、 検 出 さ れた黒耀 石製の石核は、 そ の表面 に一部磯町 を残す資料が多 く 、 当 該遺跡 に持ち込 ま れた原石の形状 を
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第1節 縄文時代の遺物

類推す る の に十分 な情 報 を与 え る も ので あ る 。 原石の形状 は円傑状 を呈 し、 そ の大 き さ は拳 大程度 で あ る 。 こ れ ら の原石
を分割 し、 分割j面 を打面 と し、 剥離 作業 が行わ れて い る 。 中 に は、 打面 と剥離 作業面 を頻繁 に転移す る も の も み ら れ、 結
果 的 に饗子状 を呈 す る 残核が残 さ れて い る 。 こ の よ う な剥離 作業 に より生産 さ れた剥 片の形状 に は画一性 は認め ら れな い
が、 概 し て幅 広の不定形剥 片が生産 さ れた も の と 考 え ら れ、 そ の 中で石 器製作 に適 した 形状 の も のが選択 的 に利 用 さ れた
も の と 考 え ら れよ う 。

調査区か ら 当 該期構築 さ れた 遺構等が確認 さ れず、 本来形 成 さ れた 遺跡 の 中心 部 と は考 え に く く、 む し ろ 縁辺 部 と 考 え
ら れよ う 。 そ のた め、 こ の組成の在り 方が遺跡の全容を表 し て い る と は言 え な い。

また、 遺跡の 中心 部 は、 調査 区の東側 に あ る 平 坦地 に位置す る も の と考 え ら れる 。 調査 区南端に お い て は、 近年客 土 に
よ っ て 埋め ら れて い る状況 が確認 さ れた 。 こ の こ と か ら、 当該地に幾分 か存在 した 地形状 の起伏 を、 押 し な らず状態 で農
地の基盤 が整備 さ れて い る も の と 考 え ら れた 。

当 該遺跡 に お い て は、 縄文時代晩期後半 に所属する 土器資料が大量 に 出 土 し て い る こ と か ら、 検 出 さ れて い る 石器の大

半 は 当 該期 に 所属す る も の と 考 え ら れる 。 こ の よ う に、 高い比率 で黒耀 石 を選択 し利 用 さ れ、 器種組成の在り 方 はバラ エ

ティー に富 み な が ら、 やや偏り を 示 して い る 。 こ れ ら の資料の存在は、 当該遺跡がI日 東系j 黒耀 石 と の5郎、結ぴ つ き の

中で、 生活の場 と し て利 用 さ れて いた こ と を 示す も のであ ろ う 。 また、 こ の事実 は 当 該地方 に お け る 当 該期 の様相 を検討

す る 上で、 重要な 資料 と な ろ う 。

掲載 した 資料 に つ い て は、 第 5表~第 7表 にグリッド、 出土層 位、 器種、 石材、 長 さ、 幅、 厚 さ、 重 さ 等詳細 に つ い て

記載 した 。

3 まとめ

長野遺跡 に お い て 検 出 さ れた 当 該期の 資料は、 出 土 した 全資料のなかで数量 的 に最 も 多 い 。 そ の所属時期 につ い て は、

出 土 した 土器の観察か ら 晩期前半~後半 に か け て の 資料が主 体 を占 め る も の と 考 え ら れる 。 し か し、 発掘調査 に お い て、

同時期の遺構等が検 出 さ れず、 出 土 した 土器について も 接合 に よ る 個体復元の割合 が低Po こ の こ と は、 調査 区 に残 さ れ

た 遺物の在り 方 を考 え る 上で重要な示唆 を与 え る も の と 考 え ら れ よ う 。

つ まり、 遺跡全体のエリ ア の 中 で の 「場の機能j を推察す る 材料 に な る も の と い え、 当 該調査区が東側か ら続 く 平 坦面

の西 側端 に位置 し、 水俣川 の現河道 に 近 い位置に立 地 して い る こ と と併せ て 考 え る と、 集落 の主 体部 は 東側 に 存在す る 可

能性が高 く、 廃棄の場 と し て の機能が想 定で きょ う か。

また、 出 土 した石 器の組成か ら は打 製石斧が認め ら れず、 模形 石器や石核. �日j 片類が多 い点 は留意、 が必要で あ ろ う 。

さ ら に、 検 出 さ れた 黒耀石 製 の 石綴 は、 そ の表面 に一部隊面 を残す資料が多 く、 当 該遺跡に持ち込 ま れた 原石の形状 を

類推す る の に十分 な情 報 を与 え る も ので あ る 。 原石の形状 は円磯状 を塁 し、 そ の大 き さ は拳 大程度 で あ る 。 こ れ ら の原石

を分割 し、 分割面 を打面 と し、 剥離 作業 が行わ れて い る 。 中 に は、 打面 と剥離 作業面 が頻繁 に転移す る も の も み ら れ、 結

果 的 に費子状 を呈 す る 残核 が残 さ れて い る 。

【参考文献】

水俣市教育委員 会 1 990 r水俣市埋蔵文化財調査報告 書』 第 l 集

清 田 純一 1 998 r縄文後・ 晩期考一 中九州 の縄文後 ・ 晩期土器 と そ の並 行型式について-J r肥後考古� 1 1  

泉 拓良 1 989 r西日本磨研土 器様式J r縄文土器大観 』 第 4巻

乙益 重隆 1 965 r縄文文化の発展 と 地域性 九州西北部J r日本 の考古学』 第 H巻

賀川 光夫 1 965 r縄文文化の発展 と 地域性 九州東南部J r日本 の考古学』 第 H巻
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内盤面上部にス ス 付加

内器商上部よ り外部面にス ス 付加

復元底径 5.6田

底部外面に工具痕

外捜面上部・内器面下部にス ス

口唇部にスス 付泊

内樹面にスス 付泊

肉掛町にスス 付泊

渡状口縁

故状口 緑

外拠函にスス 付加

外掛商にスス 付部

口 層部にスス 付泊

内磁面にスス 付荊

肉掛面下部に黒斑

外穏商に上部にス ス 付膚

外様面上部にス ス 付蔚

肉面

条痕

条 痕

条痕

ナデ

ミガキ

不明

条痕笹ナデ

条痕

条 痕

ナデ

条痕

ナデ

不明

ナデ

不明

ナデ

不明

不明

平明

ヨ コ ナデ

ミガキ

条 痕後一部ナデ

条痕後ナデ

条痕

条 痕後ナデ

粂線

条痕後ナデ

条痕後ナデ

粂痕

平明

不明

不明

不明

ナデ

条 痕後ナデ

ナデ

条痕・ナデ

不明

へラ ミガキ

条痕後ナデ

不明

ナデ

畢痕

ナデ

畢撹後ナデ

ヨ コ ナデ

不明

不明

ミガキ ー 細い 洗線 科器商にス ス 付泊

補償孔あり

外留面にス ス 付泊

口唇部にスス 付泊

肉額面にスス 付泊

口層部にスス 付約

調盤 文様

最慎後ナデ

最痕

条 痕後ナデ

粂療後ナデ

ヘラ ミガキ後ナデ

不明

最痕後ナデ

最痕後ナデ

条 痕

条 痕

ナデ

条痕

ナデ・上部に二畢の細い沈線

不明

ナデ

条痕

ナデ

不明

不明

不 IVJ

ヨ コ ナデ

ミガキ

条痕後一部ナデ・二条の沈録

条痕後ナデ

最痕

条痕後ナデ

畢艇

条 痕後ナデ

条 痕後ナデ

条痕

不明

不明

条 痕

条 痕

条 痕後ナデ

条痕後ナデ

条痕後ナデ

畢痕 ナデ

不明

ヘラ ミガキ

不明

不明

ナデ

最 痕後ナデ

ナデ・細い二条の沈線

口容部に外側から押僚文

ヨ コ ナデ

ミガキ

不 明

ミガキ

舛商

焼成

内面

にぶい褐色~褐灰色 角肉石.m母 石英 曹週

貧灰色 角 関 行 徴砂粒・砂位 普週

明赤褐色 角 閃石・冨母・石英 普通

にぷい貧褐色 角 閃石田石英 霊母・砂粒 脅過

にぷい黄禍色 雲母 角 閃 石 砂粒 普通

にぶい褐色 石英 ー 角 関 石・砂位 ・ 小石盤 普通

明串褐色 . ifi;褐色 角 関石・石英・砂位 ー 小石組 普通

にぷい提橿色~暗灰黄色 角 閃 石 石英・徴秒粒 持週

明鼻褐色 角 閃 百 億砂位・砂粒田小石粧 普通

極色~灰褐色 角 関 石・石英・砂粒 普通

にぷい笹色・にぶい賛控色 石英・角関 石・砂位 骨週
明貨褐色・暗灰黄色 角 閃 石 石英・砂腔 普週

灰 褐色~灰黄褐色 雲母・角 閃 石・砂位 普通

浅賀笹色 角閃石・石英・雲母 砂槌 普通

にぷい赤褐色・明車褐色 石英 ー 砂位 普通

暗灰黄色 角 関 石 石英 ー 茶褐色控 普通

i問調褐色~灰貧褐色 角 閃 石・石英・徴砂粒 普通

にぷい賛檀色~鳳褐色 角 閃 石 石英 砂粒 脅週

栂色 角 閃 石 石英・徴砂粒・小石舵 普週

橿色~明串褐色 角 関 石・石英 砂粒 小石粒 曹過

に」広い賞橿色~ に.&;い$褐色 角閃石・石英・雲母・砂粒 小石舵 普通

に.&;い 黄極色~質灰色 角 閃百・石英 億砂位 砂粒 普通

にぷい 黄橿色~に.&;い黄色 石英 露母・砂位 普通

附版黄色・貨灰色 角 閃石・石英 砂粒 小石粧 普通

薗褐色 角 閃 石・石英 雲母 徴砂純 情週

にぷい貧褐色~明褐色 角 閃行・石英 霊母・砂倣・小石粒 普通

栂色 角 閃 石・石英 茶褐 色粒 小石粒 普通

灰前褐色~明賀褐色 角閃石 石英・雲母・揖褐 色 舵 ー 僚砂位 普通

暗灰黄色 灰賀補色 角 閃 石 ・石英・砂位 小石粒 普通

橿色~褐灰 色 角 関 百・石英・m母・穂砂粒 砂粒 普通

貨灰色~暗灰黄色 角閃石・石英 慣砂粒・小石粒 普通

薗灰色~にぷい賃値色 角 閃 石 石英 ー 億砂粒 砂粒 普通

に.&;い黄 櫨色~明褐色 角閃石 石英・砂粒 曽週

檀色~ にぶい褐色 角 閃 石・石英・徴砂粒・砂粧 首週

明銅色~褐色 角 関 石 m母 ー 石英・串褐色砂舵 脅過

にぶい黄禍色~灰黄褐色 角 閃 石 石英 ・雲母 普通

灰賞褐色 角 閃 石.m母・石英 首週
明 褐色~に.&;い賞褐 色 角 閃 石 石英 ー 砂位 普通

前 褐色~貿灰色 角 閃石・石英 領砂粒 砂粒 普通

笹色~にぷい積極色 角 閃 石・露母 石英・蔀褐色砂粒 綴砂粒 普通

曲褐色~貿灰色 角 閃 石 石英 徴砂粒・小石粒 普通

灰質褐色 角 閃 石 石英・雲母 億砂粧 普通

にぶい黄慢色 角 閃石・石英 赤褐 色砂粧・徹砂粒 普通
褐色・暗褐色 角 閃 石 石英 砂位 普通

前 褐色 雲母・石英 ー 砂控 普通

にぷい貿極色 角 閃 石・石英・赤褐色砂粒 間砂粒 砂粒普週

にぷい賀補色~明赤褐 色 石英・角 閃 石 徴砂粒・砂粧 普通

にぶい黄色 ~ に」広い貨控色 角 閃 石 冨母 石英 徴砂組・砂位 普通

担色~にぶい費補色 石英 盟母 ・徴砂粒・砂粒 普通

灰興褐色 角 閃 石・金聾母 石英 徴砂位 砂粒 普通

土器観察表(1)

胎土混入物

第3表
色調

外面

笹色~褐色

によい質種色~貿灰色

明赤褐色~灰補色

にぷい賀補色~暗褐色

褐色~胤褐色

にぷい貨補色~晴灰褐色

明褐色・明$褐色

にぷい貨橿色~にぷい賀褐色

明串褐色~明褐色

オ リ ープ照

にぷい前笹色白i珂賞褐色

褐色

にぷい貧但色~明車褐色

浅黄檀色

にぶい極色・にぷい褐色

に.&;い 貨担色~ にぶい 貨褐色

にぶい 黄栂色~にぷい 貿褐色

質灰色~にぷい 貨褐色

にぶい貨栂色~極色

明 黄褐色~明掬色

にぷい貨縞色~ にぷい積極色

に.&;い貨慣色~縄灰色

に.&;い 但色~明串褐色

にぶい檀色 ー にぶい 黄笹色

にぷい 賛檀色~に.&;い 賛褐色

明貿褐色~にぶい 貿褐色

に.&;い貨但色~明赤褐色

にぷい貨橿色

明ifi;縄色・に.&;い賞褐色

盤色~ にぷい前縄色

にぷい貧褐色~ に」広い褐色

によい貿褐色~胤褐色

にぶい賞檀色~明褐色

黒褐色

黒褐色

に.&;い 褐色~県褐色

にぷい貨担色 ~ にぷい賀補色

笹色~にぶい前褐色

に.&;い賀褐色~褐灰 色

によい貨檀色~晴灰黄色

明串褐色~に.&;い褐色

灰 黄褐色

に.&;い 貨橿色

灰黄褐色・褐色

笹色

にぷい 賞栂 色 ~ にぶい貧褐色

によい 賞褐色~明赤褐色

にぷい賞褐色~蹟灰色

にぷい蹟栂色~極色

明事褐色-$褐色

口 径

(田}

(36.4) 

(40.2) 

(44.0) 

(31.4) 

(29.6) 

(36.2) 

(36.0) 

(31.6) 

(46.日}

(31.2) 

9.9 

(15.6) 

(28.0) 

(25.2) 

(25.2) 

(22.8) 

現存高

(四}

(19.0) 

(19.5) 

(17.9) 

(7.2) 

(5.4) 

(11.4) 

(34.7) 

(14.7) 

(13.3) 

(10.01 

(22.6) 

( 1 8.9) 

4.8 

(7.2) 

23.2 

(9.4) 

(12.5) 

(12.8) 

(7.3) 

(17.2) 

(4.8) 

(1.8) 

{且6)

(9.8) 

(8.71 

(7.31 

(9. 1 )  

(8.5) 

(14.2) 

(6.8) 

(6.7) 

(8.21 

(6. 1 )  

(9. 1 )  

(5.7) 

(4.7) 

(10.1) 

(10.1) 

(7.5) 

(20.0) 

(15.2) 

(5.日}

(4.4) 

(8.6) 

(5 .5) 

(5.自)

(3.8) 

(7.5) 

(6.4) 

(3.3) 

部位

口錦部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部~胴部

口緑部

口緑部

岡部

闘部

口縁部~周部

口縁部~底部

口線部~底部

口線部~底部

口鶴部

口縁部

口縁部~園部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部~胸部

口縁部

口縁節

目縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口録部

口縁部

日経部~岡部

口縁部

口縁部

口縁部

口鶴部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口鋭部

掛稲

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

齢

鉢

鉢

陣

齢

陣

鉢

陣

陣

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

明

鉢

鉢

鉢

明

鉢

鉢

明

明

明

陣

鉢

鉢

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

深

滞

陣

僻

深

深

深

洩

深

深

浅

洩

深

深

探

深

深

深

深

深

探

深

不

深
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備考

外路面中央にスス t・1蔚

貼り付け突帯に刻み目

底部完存 揺れ砂圧痕 ・ 底径8.4団

底揮完存 ・ 底径10.6団
時部握れ砂圧痕 復元底径 1 3.8国

底部完存・揺れ砂圧痕・底径 1 0.4国

底部圧痕・復元底径 1 1 .0叩

底部完存・底径 1 0.7四

底部完存・慣れ砂圧痕・底径9.4園

陸れ砂圧痕 復元底径 1 0.0田

底部完存・隠れ砂圧倒・底径9. 1 圃

復元底径9. 1 圃

復元底径5.5国

隠れ砂圧痕・復元底径 1 0.2国

外機面にス ス 付留

復元底径7.4園 内掛面にス ス 付着

繍修孔あり

外層面にス ス 付着

外器面下君事にス ス 付着

内面ー
ミガキ ・ ヨ コ ナデ ・ 細いー畢の沈組

平 明

ミガキ

ミガキ

ヨ コ ナデ

ミガキ

不明

畢槙後ナデ ・ ナデ

平明

不明

工具ナデ

平 明

工具ナデ

ナデ

不明

ナデ

ナデ

畢痕後ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

不明

平明

不明

ナデ

ナデ

不明

ナデ

ナデ

不明

ナデ

ナデ

調聾・文線

外面

ミガキ ・ 一条の細い枕線

平明・一条町沈観

ミガキ ・ 一条町詑鱒

ミガキ・ナデ

ヨ コ ナデ

ミガキ

不明

ナデ・畢痕

不明

平 明

工具ナデ

;y.痕

条痕

畢痕後ナデ

畢痕後ナデ

ナデ

不明

ナデ

ナデ・畢痕後ナデ

量規

ナデ

不明

不明

不明

畢償

量償後ナデ

条痕

平明・細い二畢の沈線

ナデ

不明

条痕 織物状圧痕

風物状圧痕

焼成

内面

灰貧褐 色 ~ 禍灰 色 角閃石 ・ 雲母 ・ 石英 ・ 赤褐色砂艦 ・ 概砂粧 普 通

貨 灰 色 角閃石 ・ 石英 ・ 砂艦 普過
にぷい赤褐色 角関石.;ffi褐色艦 砂魁 良

前灰色~晴灰黄色 角閃石 石英 ・ 鍵母 ・ 億砂粧 良

洩黄色~県縄色 角閃石 ・ 富崎 ・ 石英 ・ 徹砂粒 ・ 砂位 曽遡
民貧褐色~黒褐色 角閃石 ・ 石英 ・ 砂位 普通

褐色~赤褐 色 角閃石 ・ 石英 ・ 茶褐色位 ・ 砂粒 ・ 小石粒 普通

笹 色 ~ に ぶい褐色 角閃石・霊1l.I.1I砂腔・砂粧 普遡

褐色~明赤褐色 角閃石 ・ 右英 ・ 茶褐色魁 ・ 砂枝 普通

貨 褐色 ・ にぷい貧檀色 石英 ・ 砂魁 ・ 小石組 普通

暗灰黄色・貨褐色 石英 砂位 普通

極色 角関石 ・ 石英 ・ 雲母 ・ 概砂粒 ・ 砂位 1)、石粧 普通

にぷい寅橿色 ・ 黄 禍色 石英 ・ 砂位 ・ 小石盤 普通

にぷい賀補色 角閃石 ・ 石英 砂粧 普過
に五い橿色・檀色 石英 ・ 霊母 ・角関石.;ffi褐色粒・砂艦 普通

にぷい質種色~橿色 角関石 ・ 石英 ・ 赤褐色位 砂位 普通

黒褐色 角関石 ・ 石英 ・ 砂純 持週
にぷい貧橿色~灰 蹟褐色 角岡石 ・ 石英 ・ 雲母 普通

にぷい禍色 角閃石 ・ 石英 ・ 砂飽 普通

慢色~ 明貧褐色 角閃石・赤褐色位・盤母・石英・砂舵 普通

栂色~赤縄色 角閃石・石英 砂粧 普遍
に ぶい鈍橿色 角閃石 ・ 石英 ・ 砂粒 普通

明串褐色 角閃石-石英 徹砂粧・砂粒 . /)、百位 普通

に ぷい貨檀色~明褐色 角閃石・石英・徴砂粧 砂粧 曽過
にj;い貧褐色 角閃石 石英.;ffi褐色位ー砂粒・小石組 普通

にぷい貧褐色 角閃石・石英・砂粒・小石魁 昔過
に 」民い貧褐色~黒褐色 角関石 石英 ・赤褐色範・砂粒 普通
にぷい賀橿色 角閃石・石英・震母・車褐色粒 普通

灰貨褐色 ・ 禍灰色 石英 ・ 砂粒 骨組
掲灰色~鳳褐色 角関石 石英・徴砂純・砂舵 骨週

明事補色 向閃石 ・ 石英・砂粒・小石粒 良

灰貨褐 色 黒褐色 向閃石 石英・砂粒 曽趣

土器観察表(2)
胎土混入物

第4表

色嗣

外面

にj;い賀檀色~褐灰色

暗灰鈍色~黄灰色

にぶい旗掲色~赤褐色

時灰黄色ーにぷい蹟檀色

浅黄色~暗灰黄色

浪費色

褐色~赤褐 色

橿色ーにぷい貧補色

明$褐色ーにぷい赤褐色

に五い費橿色 ・ にぷい貨褐色

に」品い黄櫨色 ・ 明貨褐色

にj;い黄褐色~侵色

にぷい貧笹色・に ぶい褐色

檀色 ・ にぷい貧檀色

笹色・に」広い橿色

灰褐色~灰黄禍色

櫨色~ にぷい賀補色

明賞褐色ーにぶい褐色

にj;い禍色

檀色~明賞掲色

栂色-iJj，褐色

栂色ーにぷい檀色

にぷい褐色~明串栂色

灰黄禍色~橿色

明串褐色

明赤褐色

明赤褐色~灰貨舗色

にj;い貿笹色~明赤褐色

盤色 ・ にぷい費補色

恒色

明赤禍色~にぷい黄禍色

極色

口径

{叩}

現存商

{四}

目録保 (3.6) 
口縁部 (2.3) 
口縁部 (5.0) 

m節 (4.7)
目録郎 (4.4) 
口縁部 (5.2) 

胴部 (9.9) 
岡部 ( 1 4. 1 )  

劇部 (12.6) 
嗣郎 (11.3) 
岡部 (13.7) 
胸部 (9.0) 

岡部 ( 1 1 .0) 

劇部 (9.2) 
闘部 (5.5) 

岡部 (5.3) 
底部 (5.2) 
周筋 (6.9) 
胴部 (7.2) 
底部 (6.7) 
底部 (5.8) 

底部 何.0)

底部 (5.1) 
底部 (12.0) 
底部 (7.0) 

底部 (8.8) 
底部 (4.0) 

底部 (3.2) 
底部 (3.2) 
底部 (7.3) 
底部 (6.1) 
底部 (2.8) 
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鉢
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第皿掌 調査の成果
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第1節 縄文時代の遺物

母��うI + く二フ

事129
?鶴1. ______ 

21 ぐ-----〉

\ 
寄

30 

K 

十

-@&-，� 
くフ

+ 

第 2 0 図 m .N区遺物分 布 図 (石器 . m層)②

マ'qL

 



第皿章 調査の成果

11 6 

密仏国 62

前包 引l酌

75 

L U

齢出

$8

C
ぬ凶崎明

市川www

動
。

議

F第21図

口。内4



創金/
= 14 

O 5 

十

+ 

+ 

十

1 0m 

第1節 縄文時代の遺物

ド

過

総

司母

欄汐

第 22 園 田 .N区遺物分 布 図 (石器 .N. V層)②

QU

 

円〆臼



第E章 調査 の成果

職� \ (\糊 L鎚v畿通J

畿l禽 -轟��傘

'腕澗: l J:，陸紗、
ζ〉

第 23 図 石器実測 図

- 30一

O 5cm 



f下\

ζコ

第1節 縄文時代の遺物

第 2 4 図 石器実測 図

l
 
qu

 

C 

O 

18 

5叩



第E章 調査の成果

てコ

第 2 5 図 石器実測 図

円4円J

O 5叩



ζコ

<コ

ο 

ぐこコ

ベ〉
30 

てフ

ぷご〉

第 1 節 縄文時代の遺物

亡コ

てコ
O 

第 2 6 図 石器実測 図

qu

 

司U

29 

5cm 



第皿章 調査 の成果

ζ二〉

どーハ\

金��議議
くこ> く〉

くご二フ

くつ

O 

くこ〉
38 

5叩

第 2 7 図 石器実測 図

バ守qd

 



一一�-G寧率

ー命f4警

第1 節 縄文時代の遺物

σ 

44 

て二二:;:::::::> 43 

〈乙こ〉

ζ二フ
/ 

〈二コ
第 2 8 図 石器実測 図

FD

 

qd

 

髄
訂

網開

。



第E掌 調査の成果

盤翠珍
争9舎一元-� 収o

ζ二二〉
くコ

仁三 く二フ

く三〉

ζごご〉

融-�織I

-匂?院
〈二二〉

ζ二二三
O 5αn 

第 2 9 図 石器実測 図

円。qu

 



第l節 縄文時代の遺物

く二フ

� 
O 5cm 

第 3 0 図 石器実測 図

ウJ円。

ζ二ご〉

くつ

〈ご二〉

冷刊山川川川川川V

64 

67 



第E章 調査の成果

』一~ー-ノ

℃二〉

〈ご〉

くごプ
建義議益

O 5叩

第 3 1 図 石器実測 図

- 38 -



ζ二〉

くこア

75 

第1節 縄文時代の遺物

くこコ 76 

〈ニミ〉

J----------\う

口

79 

O 5cm 

第 32 図 石器実測 図

QU

 

qu

 



第E章 調査 の成果

し�

くごユ 82 

/ん(\
83 

てごご二〉 てこ二二〉

話五込

86 

ζ二二〉
O �an 

第 33 図 石器実測 図

- 40一



第1節 縄文時代の遺物

88 

くこ三〉

� 

<コ 一遺喜一口鍾重量
くこコ

O 5側

第 3 4図 石器実測図

- 4 1 -



第E章 調査の成果

〈二コ
93 亡フコ

94 

金�&

と>
97 

℃二〉

98 

ど\\
第 35 図 石器実測 図

- 42 -



く二二三

第 1 節 縄文時代の遺物

ゆ-t争
てコフ

くこごフ

O 

亡〉

企>
5cm 

第 3 6 図 石器実測 図

qδ

 

A守

103 



第田章 調査の成果

105 く二コ

くご二〉
106 

O 5cm 

第 3 7 図 石器実測 図

- 44 -



O 
ヒコ

5 
J::::i 

1 0叩

第 3 8 図 石器実測 図

wb

 

A守

第l節 縄文時代の遺物

109 



第E章 調査の成果

o 

話器

巳己 三ヲ

J

己

ぞ翌訟

口

O 

5 

l Ocm 

←尚一一歩

第 3 9 図 石器実測 図

- 46-



第l節 縄文時代の遺物

O 5cm 

第 40 図 石器実測 図

- 47 -



第E章 調査の成果

121 

122 

O 5畑

第 41 図 石器実測 図

- 48-



第1節 縄文時代の遺物

O 5cm 

第 42 図 石器実測 図

49 -



第E章 調査 の成果

129 

130 

O 5cm 

第 43 図 石器実測 図

- 50-



第l節 縄文時代の遺物

5cm 

第 44 図 石器実測 図

RU

 

O 



第E章 調査の成果

O 5ω 

第 45 図 石器実測 図

- 52 一



第 1 節 縄文時代の遺物

台言語込 O 

第 46 図 石器実測 図

つ叫にd

5cm 



第E章 調査の成果

一酌

酎

w

w

E

E

E

W

皿

W

N

E

E

W

W

W

皿

N

E

E

E

E
N

E

E

E

W

W

H

N

E

E

H

皿

N

E

N

W

V

H

N

N

N

H

W

測

ド

計

W

1

2

2

1

1

1

1

2

1

2

2

1

2

1

2

区

2

ε

1

1

2

2
1 4

1

2

4

1

区

2

」

1

区

ε

2

ε

1

区

1

1

1

1

1

1

j

区

2

瑞
例

p
b
μ
件
降
件
炉
い
い
悔
悔
い
い
悔
い
同
悔
い
作
い
除
悔
い
い
怜
い
怖
い
回
同
同
い
い
μ
い
い
同
い旧
い
い
比
い
同
川
b

主

物
|

号一
1

2

3

4

5

6

7

8

9

叩

日

ロ

u

u

日

目

げ

問

問

却

引

辺

幻

M

お

お

幻

却

羽

羽

目

白

出

泊

目

白

幻

犯

却

判

制

位

紛

糾

羽

羽

表

遺

番一

2

2

2

2

3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

4

5

5

5

5

5

5

5

5

6

6

6

6

6

6

6

5

版

号一

第

図

喬一
器種

石鍬

石鍬

石鉱

石嫉

石鉱

石鉱

石鉱

石鉱

石鉱

石飯

石鉱

石嫉

石鉱

石鉱

石嫉

模形石器

模形石器

模形石器

模形石器

模形石器

模形石器

模形石器

模形石器

模形石器

模形石器

模形石器

模形石器

模形石器

模形石器

模形石器

模形石器

二次加工ある石器

二次加工ある石器

二次加工ある石器

二次加工ある石器

二次加工ある石器

二次加工ある石器

二次加工ある石器

二次加工ある石器

二次加工ある石器

二次加工ある石器

二次加工ある石器

二次加工ある石器

二次加工ある石器

二次加工ある石器

二次加工ある石器

石材

チャート

チャート

黒耀石

黒耀石

黒耀石

黒耀石

黒耀石

黒耀石

黒耀石

黒耀石

黒耀石

黒耀石

黒耀石

黒耀石

黒耀石

チャート

黒耀石

黒耀石

黒耀石

黒耀石

チャート

黒耀石

黒耀石

黒耀石

黒耀石

黒耀石

チャート

黒耀石

黒耀石

黒耀石

黒耀石

黒耀石

黒耀石

黒耀石

黒耀石

黒耀石

黒耀石

黒耀石

黒耀石

黒耀石

黒耀石

黒耀石

黒耀石

黒耀石

黒耀石

黒耀石

4
 
RU

 

長 さ

(佃)

幅

(叩)

厚 さ

(叩)

重 さ

(g) 
0

7

8

0

6

5

6

5

6

5

7

5

8

4

ρ

ο

β

3

6

4

1

5

2

4

β

β

0

7

β

9

8

1

8

7

8

7

0

8

1

6

0

5

0

4

2

7
 

2

.

仏

2

8

仏

a

o

o

0

0

0

0

0

4

3

1

7

1

7

0

9

7

5

2

6

4

5

5

5

4

4

2

3

2

0

3

1

7

1

5

1

6

1

4

6

;

0

2

9H

I

l

l

2

1

1

 

5

4

4

5

5

3

3

4

3

3

4

4

4

2

9

4

7

6

β

3

β

y

D

8

8

3

8

9

9

ο

3

8

β

β

7

4

8

4

8

6

0

4

6

5

1

7
 

α

。

。

仏

0

0

0

0

0

O

G

O

O

G

o

l

-

-

1

1

0

1

1

0

0

l

G

o

o

-

o

O

O

G

O

O

G

o

l

o

l

G

o

o

-

0

8

0

4

9

0

9

0

3

4

7

8

5

4

2

2

2

9

β

8

0

β

θ

β

1

5

8

9

9

β

β

β

A

5

2

3

4

8

5

ο

2

8

9

8

4

β

G
 

L

2

L

L

L

0

1

1

1

1

1

1

1

1

2

3

2

1

2

3

3

3

3

2

1

1

1

2

1

2

2

2

2

2

2

1

1

1

3

2

1

1

2

1

3

2

 

9

8

8

6

5

6

7

6

9

2

4

9

0

6

4

β

0

4

6

2

4

7

8

0

4

β

7

6

4

1

9

0

2

1

2

8

3

9

1

5

1

9

5

4

4

0
 

2

2

L

2

L

I

l

i

-

-

1

0

2

1

2

4

4

3

3

4

3

4

2

3

2

2

2

2

3

2

2

2

2

3

2

1

3

2

5

1

3

1

3

2

4

3

 

備 考
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二次加工ある石器
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使用痕ある剥片
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使用痕ある剥片

使用痕ある剥片

使用痕ある剥片

使用痕ある剥片

使用痕ある剥片

使用痕ある剥片

使用痕ある剥片

使用痕ある剥片

使用痕ある剥片

使用痕ある剥片
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使用痕ある剥片W 

石材

黒耀石
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黒耀石
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黒耀石
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黒耀石
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黒耀石

黒耀石

黒耀石

チャート

黒耀石

黒耀石

黒耀石
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黒耀石
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黒耀石

黒耀石

黒耀石

黒耀石

黒耀石

黒耀石
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第l節 縄文時代の遺物

長 さ

(cm) 

幅

(cm) 

厚 さ

(cm) 

重 さ

(g) 
1 .3 1 .  7 0.4 1 .0 
2.3 1 .4 0.6 1 .7 
1 .6 1 .8 0.4 1 .0 
2.3 0.9 0.4 0.7 
3.9 2.0 0.7 4.5 
3.5 3.3 1 .0 1 2.0 
2.9 2.3 0.6 3.2 
1 .9 0.8 0.2 0.4 

1 .8 1 .8 0.4 0.9 

2.3 1 .4 0.4 1 .2 

2.0 3.3 1 .2 5.3 

1 .8 1 .2 0.4 0.7 

1 .5 1 .3 0.3 0.5 

1 .4 1 .7 0.4 0.6 

5.4 3.2 1 .7 26.6 

3.2 3.6 1 .5 1 9.7 

3.0 2.6 1 .0 7.3 

2.3 1 .9 0.6 2.7 

2.8 2.3 1 . 1  5.0 

2.2 1 .3 0.5 1 .4 

2.0 1 .4 0.3 0.5 

4.7 2.2 0.5 5.2 

3.0 2. 1 0.3 1 .7 

4.0 3.3 1 .6 1 5.7 

3.3 1 .7 0.5 2.8 

2.9 5. 1 目4 1 6.4 

2.5 2.5 0.7 3.2 

3.6 1 .8 0.5 3.0 

4.5 2.4 1 .0 1 1 .9 

3.3 2.5 0.7 4.8 

6.0 3.2 0.9 1 5.2 

2.6 1 .3 0.3 0.8 

2.9 3.8 0.7 9.7 

2.3 4.8 1 .5 1 2.4 

6. 1 3.4 1 .0 1 9.3 

2.7 1 .9 0.7 3.5 

7.7 3.3 1 .0 27. 1 

2.7 2.9 0.6 3.2 

2.5 2.7 0.6 2.6 

2.8 2.6 0.6 4目0

2.0 1 .0 0.4 0.6 

3目6 3.9 1 . 1  1 3.0 

4.4 1 .8 0.9 5.5 

3.9 1 .8 0.6 2.9 

1 .6 2.6 0.9 3.5 
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第7表 石器計測表③

図版 遺物 |グリッド 層位
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使用痕ある剥片

使用痕ある剥片

使用痕ある剥片

使用痕ある剥片

使用痕ある剥片

使用痕ある剥片

使用痕ある剥片

磨石・敵石

磨石・敵石

磨石・敵石

磨石・敵石

磨石・敵石

磨石・敵石

磨石・磁石

磨石・敵石

磨石・敵石

磨石・敵石

磨石・敵石

石核

石核

石核

石核

石核

石核

石核

石核

石核

石核

石核

石核
石核

石核

石核

石核
石核

石核

石核

石核

w

w

w

w

w

w

w

w

w

w

w

w

w

w

w

w

w

w

w

E

E

E

E

E

w

w

w

w

w

w

E
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石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石
石

耀

耀

耀

耀

耀

耀

耀

耀

耀

耀

耀

耀

耀

耀

耀

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

耀

耀

耀

耀

耀

耀

耀
耀

耀

耀

耀

耀

耀

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

砂

砂

砂

砂

砂

砂

砂

砂

砂

砂

砂

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒
黒

黒耀石

黒耀石

黒耀石
黒耀石

黒耀石

黒耀石
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長 さ

(cm) 

幅

(cm) 

厚 さ

(cm) 

重 さ

(g) 

7. 1 4. 1 1 .9 35.3 

4.7 2.6 1 .0 1 4. 1  

2.5 2.6 0.6 2.4 

1 .5 1 .4 0.5 0.6 

5.2 2.5 1 .0 1 1 . 1  

3.2 1 .6 0.5 1 .8 

4.8 3. 1 1 .0 1 1 .7 

3.2 4.7 0.8 6.8 

1 .2 1 .3 0.5 0.3 

4.5 3.0 1 .3 1 4.2 

3.8 2.6 0.7 5.9 

3.2 2.7 1 .2 8.2 

4.9 4.6 1 . 1  23.8 

4.7 4.2 1 .0 2 1 .3 

3. 1 4. 1 1 . 1  1 0.6 

1 1 .4 8.6 5.6 723.0 

1 2.2. 8.3 7.0 846.0 

1 4.2 1 0.0 5.7 1 1 57.0 

1 0. 1  5.0 3.2 228.0 

1 1 .6 5.6 3.5 4 1 9.0 

9.6 6.4 3.4 323.0 

9.0 7.3 4.0 34 1 .0 

1 1 .2 6.4 3.4 357.0 

1 5.0 4.9 3. 1 486.0 

1 0.0 9.0 3.0 358.0 

1 0.0 1 2.4 4.7 867.0 

2.9 4.4 2.6 2 7.2 

2.2 4.5 2.5 25.7 

2.4 5.7 3.4 37. 1  

2.2 3.7 3.8 33.2 

3.3 3.6 2.0 1 8. 1  

2.4 3.3 2.9 1 9.8 

2.2 4. 1 3.4 31.8 

1 .6 3.5 2.3 1 0.7 

3.0 3.3 2.8 24.9 

2.6 3.0 2.7 26.4 

3.0 3.3 2. 1 1 8. 1  

2.4 4.3 2.2 1 9.5 

1 .6 3.3 1 .8 1 0.4 

3.5 5.8 3.8 76.5 

2.0 4.8 3.0 24.6 

3.2 3.3 3.3 3 1 . 1  

1 .8 3.3 3.3 1 4.8 

4.2 7.6 3.2 73.5 

5.7 1 0.3 5.5 276.9 

5.8 6.7 2.3 7 1 .7 

備 考
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第2節 弥生時代の遺物

l 出土遺物

当期の遺構は調査で は発見 で き な か っ た 。 遺物量 は、 比較的多 く そ の所属時期 は、 中期後半か ら 後期前半 ま での時間的
幅 が想 定で き る 。 ま た、 遺跡の立地が水俣川流域の低位河岸段 丘上に所在す る た め、 低湿地的な様 相 を皇 し、 遺物の表 面
はかな り 磨滅 し、 器面の調整 や施文等の状態 が確認で き に く い資料が多 く 含 ま れて い る 。 当 該販 の遺物の全て が土器資料
であ り 、 以下 に記述 す る 。

第 47 図 83 - 90， 92 - 1 04 は、 裂 の 口 縁部破片で あ る 。

83 - 85 は、 口 縁部が丁字 形 に 近 く な るも ので、 内側に粘土 を引 き延ば す よ う に張 り 出 さ せて い る 。 1 04 - 1 06 は、
裂の底部破片で脚 部 は長 く 、 外反ぎ み に開 く 。 おそ ら く 83 - 1 03 など の資料の底部 に な るも の と 考 え ら れるo

1 07 - 1 1 0， 1 1 3 - 1 22 は 、 壷 形土器の 口縁部破片であ る 。 外 面に はへラ に よ る丁堅持 な 調整 が認め ら れる 。 こ れ ら の

うち 、 1 2 1 ， 1 22 は小型資 形土器の頚 部~胴 部 に か け て の資料で あ る 。 1 1 0 は、 頭 部及び 底部 を欠失 し全体形は不明な点

が認め ら れる が、 胴 部中央部 に屈曲 をもちI算盤 の玉 J 状 の形状 を呈 し、 頚 部及び屈曲 部付近 に密 に沈線を 施 し 、 そ の 関

に重弧 文 を施す。 所謂「免図式J と呼称 さ れる 重弧 文長頚 壷で あ る 。 1 1 4 は、 口縁部~頚 部 に か け て の 資料で あ る 。 口 縁

部 形態 は、 二重 口 縁 を呈 し 口縁部か ら頚 部 に か け て そ の 中位 に張 り 出 し状 の段 をもっ 。 そ の段 上及び頚 部 の屈曲 部 に箆状

の工具 に よ る刺突 文が施 さ れる 。

1 23 は、 高杯であ る 。 脚 部 は欠失 し全体形 は不明であ る 。

1 2 5  - 1 29 は、 鉢 で あ る と 考 え ら れる が、 底部付近 を欠失 して い る た め全体形状 の詳細 に つ い て は 不 明で あ る 。

1 30 は、 碗形土器の底部資料で あ る 。

1 1 1 ， 1 1 2 は、 胴 部被片で あ る 。 . Iまぽ胴 部最 大径 の外 面 に刻日 を 入れた 断面三角形の突帯 がめぐ る 。 底部 と 口 縁部の形

は不明で あ る 。

2 まとめ

弥生時代の遺物は、 土器資料のみ確認 さ れた。 そ の器種組成は、 費 、 壷、 碗、 高杯 で あ る 。 こ れ ら の 資料の底部作 り だ

し の特徴か ら 、 中期後半~後期前半 に位置づけ る こ と がで き ょ う 。

しか し、 当 該期 に 属 す る 遺構が検 出 さ れな か っ た こ と と 、 接合 に よ る個 体復元率が比較的低 い こ と を特徴 と し て あ げる

こ と がで き ょ う 。 つ ま り 、 当該期の資料に認め ら れ る 時期幅 は、 遺跡形成 と 存続時期の時間幅 を示 すも の と 理解 さ れよ う 。

ま た、 遺物のみの 出 土 と接合 に よ る復元割合 の低 さ 等は、 当時の集落 に お け る 「場の機能J に起因す るも の と 考 え ら れ、

縄文時代晩期前半か ら 後半 と 同様 の様 相が想 定で き ょ う 。

[参考文献】

水俣市教育委員会 1 990 r水俣市埋蔵文化財調査報告書』 第 l 集

園村 辰実 1 993 r夏女遺跡』 熊本県文化財調査報告第 1 28 集 熊本県教育委員会

緒方 勉 1 986 r神水遺跡 r j 熊本県文化財調査報告第 82 集 熊本県教育委員会

高谷 和生 1 996 r西片町 遺跡』 熊本県文化財調査報告第 1 53 集 熊本県教育委員会

木崎 康弘 1 996 r蒲生 ・ 上の原遺跡』 熊本県文化財調査報告第 1 58 集 熊本県教育委員会

演回 彰久 1 997 r庵 ノ 前遺跡J j 熊本県文化財調査報告第 1 60 集 熊本県教育委員会
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土器観察表第8表

川羽
N
同司
山谷
川肘
弔
3
8
協
澄

備考
外商 内面

ヨ コ ナデ ・ ナデ ヨ コ ナデ ー ナデ

ナデ ヨ コ ナデ ・ ナデ
ヨ コ ナデ ヨ コ ナデ ナデ 内栂商にス ス 付泊

不 明 ヨ コ ナデ ー ナデ 口 唇 部 に ス ス 付着

不 明 不 明 外器面にス ス 付着
ヨ コ ナデ ー ハ ケ メ ハ ケ メ 後 ヨ コ ナ デ ・ ハケメ �盟国覇部 ・ 向器面上部にスス付薗
ヨ コ ナデ ・ ハ ケ メ 後 ヨ コ ナデ ー ハケ メ ハケメ 外路面周部 に ス ス付総
ヨ コ ナデ 指頭圧略 ナデ後 ヨ コ ナデ ・ 指頭圧痕 口層部に ス ス 付着

不 明 ハケ メ 後 ヨ コ ナデ ・ ヨ コ ナデ

平 明 不 明

ハケメ ハケメ

ハ ケ メ ハケメ 後ナデ ハケメ

ヨ コ ナデ ー ハ ケ メ 後十デ ハケメ 後ナデ

ナデ ・ ハケ メ 後 ヨ コ ナデ ハケ メ ハケ メ

ヨ コ ナデ ハケメ ヨ コ ナデ ケズ リ 後ナデ
ヨ コ ナデ ナデ

ヨ コ ナデ 指閥圧痕

ハケメ 指目見か工具 に よ る ナデ

ヨ コ ナデ ー ハケメ ナデ ナデ 指頭圧痕

不明 ナデ ー 指頭圧痕

ケ ズ リ ー ナデ ナデ

ヨ コ ナデ後ナデ ナデ ナデ

ハケメ ナデ ・ 指頭圧痕

ナデ ナデ

ヨ コ ナデ ー ハケメ ナデ ヨ コ ナデ ー 指頭圧痕

ハ ケ メ ナデ

ハ ケ メ 後 ヨ コ ナデ ハ ケ メ 後 ヨ コ ナデ
ヨ コ ナデ ナデ ハケメ 盟孤文
ヨ コ ナデ ー ハケ メ 突帝に 刻 み 目 ハケ メ

ハケメ ハケメ 後ナデ ・ 突稽 不明

不 明 日縁部に一条の沈線文 不 明

不明 ・ へラ状工具 に よ る 刺突文 不IVI

ハケ メ ナデ

ヨ コ ナデ ヨ コ ナデ ケ ズ リ

不 明 不 明

ヨ コ ナデ ハ ケ メ 後 ナデ ハケメ 後ナデ

ハケメ 後ナデ ・ ナデ ケズ リ 桂ナデ

不明 不 明

不明 不明

ナデ ナデ

ヨ コ ナデ ハ ケ メ 後 ヨ コ ナ デ
ヨ コ ナデ ハケメ 後ナデ ・ ハケメ ハ ケ メ 後 ヨ コ ナデ ハケメ
ヨ コ ナデ ハケメ ハ ケ メ 後ナデ

ナデ ナデ

ナデ ナデ

ハケメ 後ナデ ヨ コ ナデ ナデ

ナデ ・ ヘ ラ ケ ズ リ ナデ

不明 不 明

タ4罷面上部 に ス ス 付眉

内外掛聞に 赤彩
置元盟部桂 19.6"， 担元園田僅 20. 101

肉器開下部に黒斑

復元底径 6.9四

外器商上部 に ス ス付眉

底部完存 底径 5.0叩

復元底径 9.6団

波状 口 緑

復元底径 9.6田

タ4鰭蘭にス ス 付着

外器函にスス 付着

外部商にス ス 付着

底部外面に工具痕

外摺商 に ス ス 付着

口 層部に スス付着

内機而にス ス 付着

内鴇而にス ス 付着

口 唇部に ス ス 付着

胴部原大径 1 2 .4叩

口 層部に ス ス付着

外器商にスス 付着

外器商にスス 付着

底径 6.4佃

調整 ・ 文傑焼成

通
過
通
過
通

通
通
過
通
過
適
通
過
適
通
過
通
通
過
週
通
通
過
通
過
通
過
適
適
通
過
週
通
過
通
通
過
通
通
過
通
過
通
通
過
通
過

曽

骨

普

曹

昔

良

普

曽

普

普

普

普

普

普

曽

曹

普

普

普

普

普

普

聾

晋

昔

骨

普

普

曹

曹

普

昔

普

昔

普

普

曽

普

昔

普

普

昔

普

普

普

曹

曹

昔

現存高 口 径 色調

{叫 回J 外面 内面

(5.4) (23.4) にぶい貿笹色 桟貧極色 角 関 石 石英 . m母 ・ 赤縄色粒 砂粒

(3.5) (25.6) 浅黄櫨色~にぶい貨控色 浅賀檀色~ に ぶい賞樫色 角 閃石 ・ 石英 ・ 赤褐色税 ・ 砂粒 小石

(4.0) 包8.5) 浅黄笹色 にぶい黄樫色 角 閃石 ・ 石英 ・ 車褐 色粒 ・ 砂粒 ・ 小石

(5.2) (22 . 6) 櫨色~に ぶい前掲色 橿色~にぶい車同 色 ・ 明串褐色 砂粒 小石

(6.0) (22 .4) 赤褐色~褐色 明事担色~置色 ・ 民買摘色 。 黒田色 角 閃石 ・ 砂位

(国 7) 20.9 にぶい極色 に..hい黄極色 角 閃 石 ・ 石英 ー 砂粒

( 1 7 .6) にぶい貿褐色 ・ にぶい控 色 明赤褐色 ・ にぶい赤禍色 石英 怨母 ・ 砂粒 小石位

(4.2) にぶい褐色~照褐色 にぶい褐色~黒褐色 角 関 石 ・ 雲母 石英 ・ 赤褐 色 粒 ・ 砂粒

何 1 ) 明褐色~ に ぶい挺褐色 にぷい黄櫨色 角 閃 石 ' 石英 砂魁

(6.3) 慣色~に五い黄褐色 極色 角 関 石 ー 石英 砂位 ・ 小石粒

(6.7) 笹色~灰黄褐色 にぷい盤色 ・ 極色~褐色 角 閃 石 ・ 砂枝 ・ 小石粒

( 1 1 .5) 灰黄褐色 にぶい黄桓色 角 関 石 ・ 石英

( 1 0.9) にぶい黄檀色~灰貿褐色 にぷい質経色~褐灰色 角 閃 石 ・ 石英 砂粒

(8.2) 但3.4) 明赤褐色 赤褐色~にぶい串褐色 鍵母 ・ 砂粒

(9.2) (2 1 .0) 明褐 色 ~褐色 にぶい黄櫨色 角 閃 石 ・ 石英 雲母 国 砂位 ー 小石粒

侭 5) に..hい貨笹色 に..hい黄橿色 角 閃 石 石英 ・ 赤褐色粒 ・ 砂粒

但 0) 浅黄樺色~ によい賞樫色 桟貨橿 色 ~ にぷい煎橿色 角 閃石 ・ 石英 ' $褐色粒 ・ 砂粒

(9. 5) 浅黄讃色 ・ 灰貨 褐 色 洩黄色 灰黄禍色 角 閃 石 石英 ・ 砂粒 小石粒

(9.3) 淡黄笹色 洩黄色~褐灰色 角 閃 石 石英 ・ 砂粒 ・ 小石粒

( 1 2 .8) 極色 にぷい栂色 灰 オ リ ー プ~ に ぷい貫極色 角 閃 石 雲母 ・ 砂粒

脂 肪 明赤褐 色 ー にぷい褐色 禍灰色~黒褐色 向 閃 石 ・ 石英 ー 雲母 砂粒

。 5) 樫色~にぶい慢色 樫色 角 関 石 ・ 石英 金醤母 ・ 徴砂粒

(7.0) にぷい褐色~褐色 ・ 明串褐色 にぶい程色~にぶい褐色 角 閃 石 ・ 雲母 砂粒 小石

ゆ 2) にぶい黄褐色~ 明車褐 色 灰黄褐色 向閃石 ・ 石英 砂粧 ・ 小石粒

(5.3) にぷい黄檀色~燈色 浅黄笹色~橿色 角 関 石 ・ 石英 雲母 ・ 徴砂位 砂粒

(4.2) 0 9. 5) にぷい橿色~笹色 にぷい樫色~橿色 角閃石 ・ 雲母 砂粒 ・ 小石粒 茶褐色純

(5.6) 明事褐色~にぶい赤褐色 明事褐色~にぶい串褐色 雲母 ・ 石英 ー 砂粒 小干i

但 7) 極色 明赤褐色 灰賛褐色 ・ にぷい損褐色 石英 砂粒

(6. 5) 檀色 燈色 角 閃 石 石英 ・ 雲母 砂粒

(6.0) に;;.い唖 色~明阜商色 ・ に五い貰置色 に..hい桓色~慢色 石 英 ・ m母 ・ 茶褐 色粧 ・ 砂粒 ー 小石粒

げ 5) ( 1 6 .6) 浅黄檀色~ にぷい蹟橿色 浅黄檀色~ にぷい賞栂色 向 閃 石 石英 ・ 赤褐色粒 ・ 砂粒

(4.4) ( 1 3 . 4) 浅黄笹色~ にぶい橿色 浅黄纏色~ にぶい笹色 角 閃 石 石英 ー 赤褐色粒 砂粒

( 1 5 .3) ( 1 4 .0) 檀色 橿 色 角 閃 石 ・ 徴砂粒 砂粒

(5 .2) ( 1 6 .6) 浅黄櫨色 漫黄檀色 角 閃 石 ' 事褐色粒 砂粒

但 5) 燈色~明赤褐色 暗灰黄色 角 閃 石 ・ 石英 ・ 砂粒

(8.3) 明赤褐色 にぶい褐色~明帯褐色 角関石 ・ 石英 雲母 ・ 砂粒

( 1 0.9) にぶい黄檀色~にぷい串褐色 にぷい質経色~灰前褐色 角閃石 ・ 微砂粒 ・ 砂粒

(5.3) (7.2) 向岡石 石葺 ・ 哩舟 ・ 砂粒 小石世 橿色 檀色

(7 劫 角間石 ・ 石英 ・ 串掴色世 間砂粒 砂粒 浅黄笹色~樫色 明黄栂色

{陥 0) 角 閃 石 石英 ・ 鼻褐色粧 ・ 徴砂胞 に..hい黄控色~橿色 にぶド貨笹色

但 6) 角間百 石英 ・ 串掛色砂粒 。 闇砂粒 ・ 砂粒 に..hい貨扱色 にぷい賞極色~栂色

げ 6) 角関石 ;ffi褐色砂聴 ・ 闇砂担 砂粒 灰黄褐色 に」日い前檀色

(5.9) ( 1 2 . 7) 角閃石 ー 雲母 ・ 茶褐 色粒 に ぷい燈色 慢色

(5.0) 角関石 ー 石英 ・ 砂粒 明赤褐色 明 蔀褐色

脂 肪 向 閃 石 ・ 雲母 ・ 砂粒 種色~明事梢色 笹色~明 事褐色

侭 9) ( 1 1 .6) 醤母 車褐色，!(l ・ 砂粒 にぶい褐色~にぶい曲笹色 にぶい褐色~ にぶい損檀色

(5. 0 ( 1 5.2) 角 閃 石 砂粒 種色 ー 明 赤 褐 色 栂色 明赤褐色

位 3) 角 閃 石 ー 石英 ・ 砂粧 浅黄鐙色~洩前笹色 浅賀担色
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第E章 調査の成果

第3節 中世の遺構と遺物

1 遺構と遺物

検 出 さ れた遺構 は 、 掘 立柱建物の柱穴遺構のみである。 し か し 、 こ れ ら の柱穴か ら 建物 を 復元する こ と は

で き な か っ た が、 直線距離で 4 m 余離れた 2つの柱穴遺構か ら 白 磁小皿が 1 個 体 と 龍泉窯系の青磁碗が 6 個

体検 出 さ れた 。 こ れ ら の資 料 は 、 柱穴の柱痕部分のみか ら 検 出 さ れ、 全 て の個体が完形 に 復元 さ れた 。 そ の

出 土状態か ら 、 建物 を 廃棄する段階での一定の儀礼を 示す事例 と し て 重要である 。

接合関係の検討か ら 全て の個体が分割 さ れ、 2つの柱穴 に 同 じ順序で埋納 さ れて いる こ と が理解で き る 。

こ の こ と か ら 両者 を 利用 し た 建物 は 、 同時期 に 存在 し廃棄 さ れた こ と が理解 さ れ、 同 地 に 存在 し た で あ ろ う

建物群の な かで、 重要 な 建物であ っ た 可能性 も 指摘で き ょ う 。

以下、 資料 ご と に 説明 を 行 う 。

第 50 図 1 は 、 口 径 1 0 . 0cm、 底径 6 . 5cm、 器高 1 . 9cm を 計る 白 磁の皿である。 底部外器面 に は 、 へ ラ 切 り

の後ナ デ調整 を 施 し た 痕跡が認め ら れる。 紬 は 、 全面 に施 さ れ、 口 唇部 に は粕 を 回 転 ナ デ に よ り 掻 き 取 っ た

痕跡が認め ら れる 。 体部~ 口 縁部 に か け て 約 1 /3 を 欠失 し 、 検 出 さ れた 3 破片 に よ る接合復元資料である 。

こ れ ら の破 片 は 2 つの柱穴か ら 検 出 さ れた 。 柱穴聞の距離 は、 約 4 m である。

第 50 図 2 は 、 口 径 1 5 . 5cm、 復元底径 5 . 3cm、 器高 7 . 0cm を 計る龍泉窯系の青磁碗である 。 底部外器面~

高台 に か け て 削 り に よ り 紬の描 き 取 り が認め ら れ、 そ の他の部分 に は紬 が施 さ れて いる。 胴部~ 口 縁部 に か

け て 約 1 /3 余 を 欠失 し 、 検 出 さ れた 1 1 破 片 に よ る接合復元資料である。 胴部 は 底部付近でやや膨 ら み、 口

縁部でやや外反 ぎ み に 立 ち 上がる。 胴部外面 に は 、 彫 り の丁寧な 蓮弁文が刻 さ れ、 底部 内 面 に は片切彫 り に

よ る文様が認め ら れる 。 検 出 状 況 は 、 同様である。

第 50 図 3 は、 口 径 1 6 . 5cm、 復元底径 5 . 6cm、 器高 6 . 6cm を 計る龍泉窯系の青磁碗である。 底部外器面~

高台 に か け て 削 り に よ り 紬の描 き 取 り が認め ら れ、 そ の他の部分 に は糊 が施 さ れ、 貫入が認め ら れる 。 胴部

~ 口 縁部 に か け て 約 1 /6 弱 を 欠失 し 、 検 出 さ れた 1 8 破片 に よ る接合復元資料である。 胴部 は 底部付近でや

や膨 ら み、 口 縁部でやや外反 ぎ み に 立 ち 上がる。 胴部外面 に は 、 彫 り の丁寧 な 蓮弁文が認 め ら れる。 検 出 状

況 は 、 同様である。

第 50 図 4 は 、 口 径 1 6 . 7cm、 底径 6 . 2cm、 器高 6 . 9叩 を 計る龍泉窯系の青磁碗である。 底部外器商~ 高 台

に か け て 削 り に よ り 粕の掻 き 取 り が認め ら れ、 そ の他の部分 に は紬 が施 さ れ、 貫入が認 め ら れる。 胴部の約

1 /6 弱 を 欠失 し 、 検 出 さ れた 2 0 破 片 に よ る接合復元資料である。 胴部 は 底部付近でやや膨 ら み を も ち な が

ら 口 縁部へ と 立 ち 上がる。 口 唇部 は 、 外器面側 に 僅 か に 肥厚する。 胴部外面 に は 、 彫 り の丁 寧 な 蓮弁文が認

め ら れるが、 個 々 の蓮弁 に 稜 は 認 め ら れな い 。 検 出 状況 は 、 同様である。

第 50 図 5 は 、 口 径 1 6 . 7cm、 底径 5 . 3cm、 器高 7 . 2 5cm を 計る龍泉窯系 の青磁碗である。 底部外器面~ 高

台 に か け て 削 り に よ り 紬の描 き 取 り が認 め ら れ、 そ の他の部分 に は紬 が施 さ れ、 貫入が認め ら れる 。 胴部~

口 縁部 に か け て 約 1 /6 弱 を 欠失 し 、 検 出 さ れた 2 1 破片に よ る接合復元資料である 。 胴部 は 底部付近でやや

膨 ら み、 口 縁部でやや外反 ぎ み に 立 ち 上がる。 胴部外面 に は 、 彫 り の丁寧な 蓮弁文が認め ら れる。 検 出 状況

は 、 同様である 。

第 50 図 6 は 、 口 径 1 7 . 1 cm、 復元底径 5 . 5cm、 器高 7 . 2cm を 計る龍泉窯系の青磁碗である 。 底部外器面~

高台 に か け て 削 り に よ り 紬の掻 き 取 り が認 め ら れ、 そ の他の部分 に は紬 が施 さ れ、 貫入が認め ら れる。 底部

の大半 を 欠失 し 、 検 出 さ れた 30 破 片 に よ る接合復元資料である。 胴部 は底部付近でやや膨 ら み、 口 縁部で

やや外反 ぎ み に 立 ち 上がる。 胴部外面 に は 、 彫 り の丁寧な 蓮弁文が認め ら れる。 検 出 状況 は 、 同 様である。

第 50 図 7 は 、 口 径 1 7 . 0cm、 復元底径 5 . 4cm、 器高 7 . 3 5cm を 計る龍泉窯系の青磁碗である 。 底部外器面

~ 高台 に か け て 削 り に よ り 紬の掻 き 取 り が認め ら れ、 そ の他の部分 に は 粕 が施 さ れ、 貫入が認め ら れる。 底

部の大半 を 欠失 し 、 検 出 さ れた 2 0 破片 に よ る接合復元資料である。 胴部 は 底部付近でやや膨 ら み、 口 縁部

でやや外反 ぎ み に 立 ち 上がる 。 胴部外面 に は 、 彫 り の丁寧 な 蓮弁文が認 め ら れる。 検 出 状 況 は 、 同様である。

円4円。
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第 5 0 図 磁器実測 図

第 9表 磁器観察表
遺物

骨骨

口 径 底径 邸筒 色調

{四1) (田，) (，国} 胎土 制

調盤 ・ 文栂

外町 内 面

胎土混入物 焼成 備考
個別 邸位 第

1 1 白 磁 口館街~底部 皿 10.0 6.5 1.9 ピ ン ク グ レ イ 7 ロ ス テ イ グ レ イ 指輪 錨軸 筒砂位 良 口屑部I�闘転ナデ. 曲 を 置 き 取 る . 底部I�へラ 切 り 極ナデ

2 陶磁 日銀部~底部 醜 15.5 (5.3) 7.0 ねずみ色 オ リ ープド ラ プ 施柑l ・ 雄弁文 脳柚 締砂粧 不良 商台師I� 削 り 出 t. . 軸 を 揖 書 取 る . 片切彫 り に よ る 文蝿

4 陶磁 回線部~底鼠 臨 16.7 6.2 6.9 シルバー グ レ イ オ リ ー プド ラ プ 飽柚 盤#文 脳細 繍砂枝 良 商 台 部 は 問 。 IH L.. . 柚 を錨 邑 取 晶 、 賀入品 。

3 情盛 口 縁部~底節 鴎 16.5 (5.6) 6.6 ねずみ色 ミス ト グ リ ーン 縮紬 雄弁文 縮刷 微細- 0.5聞 の砂錐 凪 商 台 舗 は 削 り 出 t. . 触 を銀 事 取 る . 貫入品 。

16.7 5 .3 7.3 シルバー グ レ イ ブ ロ ン ズ 錨柏 ・ 趨弁文 結納 0.5園 町砂粒 良 高 台 部 は 削 り 出 L 、 柚 を掻 tt 取 晶 、 貫入あ り

17.1 (5.5) 7.2 ねずみ色 ブロ ンズ 組柚 雄弁文 纏紬 附砂粒 良 商 台 舗 は 即� � 出 し 、 舶 を掻 事 取 畠 ‘ 貫入品 。

17.0 (5.4) 7.3 オ イ ス タ ー 紬色 施柚 ・ 溜#文 胞軸 開砂位 民 高官置は 闘 。 出 し 、 抽 を 揖 $ 取 る . 部分的に 白人島 り
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第 3 節 中世の遺構 と 遺物

2 まとめ

検 出 さ れた 当 該期の遺構は、 柱穴遺構のみで あ る が、 建物 を復元する こ と はで き な か っ た 。 し か し、 2 つの柱穴か ら 1 2
世紀後半- 1 3 世紀前半 に 属 す る 箆泉窯系 の青磁が出土 し た 。

こ の資料は、 口 縁部か ら 底部 ま で ほ ぼ完形に 復元で き る 資料であ る 。 さ ら に 、 こ れ ら の資料が柱穴の柱痕部か ら 出 土 し 、
柱穴聞で接合関係が認め ら れる こ と か ら 、 建物の柱を 抜 き と っ た後 に 、 意 図 的 に 入れ ら れた も の と 考 え ら れよ う 。

こ れ ら の こ と か ら 、 建物が廃棄 さ れる 際に柱材 を 抜 き と り 、 青 白 磁 を 埋納 し た 儀礼の痕跡 と 考 え ら れる 。 建物が廃棄 さ
れた 時期 は、 湿納 さ れた青磁碗の流通時期か ら 1 3 世紀前半以降 と 考 え ら れよ う 。

ま た、 理納 さ れた龍泉祭系 の青磁の流通時期が一定の時間輔の なかに収 ま る こ と や、 日 常的 な 使用 を 目 的 と す る も ので

は な い こ と 、 日 常生活に使用 す る 土師器等の 日 用雑器が調査 区内 に認め ら れな い点 に は、 特 に留意が必要で あ ろ う 。

地理的 に は、 対岸丘陵上 に 「水俣減j が所在 し、 北側 に は水俣川 が流れ、 南側 に は 中 尾 山 が迫 る 狭小な平坦面 に立地 し

て い る 。 なお、 山 間部か ら 酉流 して き た水俣川 が南西に流れを 変 え 、 沖積地 に 移行す る 変化点付近の河畔 に 立地 し、 調査

区南西側 に迫地が存在す る こ と か ら 「津J が存在 した可能性 も 考 え ら れ よ う 。

今回調査を 実施 し た 範 囲 は 、 新幹線建設予定で あ り 当該遺跡の断片的な 資料の提供 に 止 ま り 、 そ の全容 を窺い知 る こ と

はで き な いが、 遺跡の範囲 は さ ら に 東方 に広が り 存在す る も の と 考 え ら れよ う 。

しか し、 水俣地方 に 関 す る 文献史料 は少な く 、 断片的 に み ら れる のみで あ る 。 特 に 、 1 4 世紀初頭 ま で の記録は少な く

不明な点が多 い。

そ の た め、 長野遺跡で検 出 さ れた事例 について の歴史的位置づけ と 評価 に 関 し て は、 明確 に す る こ と がで き な か っ た。

今後の課題 と し た い。
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第 N章 総括

第 W章 総括
1 縄文時代

長野遺跡 に お い て 検 出 さ れた 当 該期 の 資料は、 出土 し た全資料のなかで数量的 に最 も 多L 、 。 そ の所属時期 につ い て は、

出 土 し た土器の観察か ら 晩期前半~後半 に か け て の 資料が主体を 占 め る も の と 考 え ら れ る 。 し か し 、 発掘調査 に お い て 、

同時期の遺構等が検 出 さ れず、 出 土 した土器について も 接合 に よ る 個体復元の割合が低い。 こ の こ と は、 調 査 区 に 残 さ れ

た造物の在 り 方 を 考 え る 上で重要な示唆を与 え る も の と 考 え ら れよ う 。

つ ま り 、 遺跡全体のエ リ ア の 中 で の 「場の機能J を推察す る 材料 に な る も の と い え、 当 該調査区が東側か ら 続 く 平坦函

の西側端 に位置 し、 水俣川 の現河道 に近い位置に立地 して い る こ と と 併せて 考 え る と 、 集落の主体部 は 東側 に存在す る 可

能性が高 く 、 廃棄の場 と し て の機能が想定で き ょ う 。

ま た、 出 土 し た 石器の組成か ら は打製石斧が認め ら れず、 模形石器や石核 ・ 剥片類が多 い点は留意が必要で あ ろ う 。

2 弥生時代
弥生時代の遺物 は、 土器資料のみ確認 さ れた。 そ の器種組成は、 裂、 壷、 鉢、 碗、 高杯で あ る 。 こ れら の 資料の底部作

り だ し の特徴か ら 、 中期後半~後期前半 に位置づけ る こ と がで き ょ う 。

しか し、 当 該期 に 属 す る 遺構が検 出 き れな か っ た こ と と 、 接合 に よ る 個体復元率が比較的低い こ と を特徴 と し て あ げる

こ と がで き ょ う 。 つ ま り 、 当 該期 の 資料に認め ら れる 時期隔は、 遺跡形成 と 存続時期の時間隔を示す も の と 理解 さ れ よ う 。

ま た、 遺物の み の 出 土 と 接合 に よ る 復元割合の低 さ 等 は、 当 時の集落 に お け る 「場の機能j に起因す る も の と 考 え ら れ、

縄文時代晩期前半か ら 後半 と 同様の様相が想定で き ょ う 。

3 中世
検 出 さ れた 当 該矧の遺構は、 柱穴遺構のみであ る が、 建物 を復元す る こ と はで き な か っ た 。 しか し、 2 つの柱穴か ら 1 2

世紀後半- 1 3 世紀前半 に 属 す る 龍泉窯系 の青磁が出土 した。

こ の資料は、 口 縁部か ら 底部 ま で ほ ぼ完形 に復元で き る 資料であ る 。 さ ら に 、 こ れ ら の資料が柱穴の柱痕部か ら 出土 し、

柱穴関で接合関係が認め ら れる こ 色 か ら 、 建物の柱を抜 き と っ た後に、 意 図 的 に 入れら れた も の と 考 え ら れよ う 。

こ れら の こ と か ら 、 建物が廃棄 さ れる 際 に柱材 を抜 き と り 、 青 白 磁を埋納 し た儀礼の痕跡 と 考 え ら れ る 。 建物が廃棄 さ

れた 時期 は、 埋納 さ れた青磁碗の流通時期か ら 1 3 世紀前半以降 と 考 え ら れよ う 。

ま た、 埋納 さ れた能泉窯系の青磁の流適時期が一定の時間隔の なかに収 ま る こ と や、 日 常的な使用 を 目 的 と す る も ので

は な い こ と 、 日 常生活に使用する 土師器等の 日 用雑器が調査区内 に認め ら れな い点 に は、 特 に留意が必要で あ ろ う 。

地理的 に は、 対岸丘陵上 に f水俣城」 が所在 し、 北側に は水俣川 が流れ、 南側 に は 中尾山が迫 る 狭小な平坦面 に 立地 し

て い る 。 なお、 山 間部か ら 西流 し て き た水俣川 が南西 に流れを変 え 、 沖積地 に移行す る 変化点付近の河畔に立地 し、 調査

区南西側 に迫地が存在す る こ と か ら 「津」 が存在 した可能性 も 考 え ら れよ う 。

今回調査 を 実施 し た 範 囲 は 、 新幹線建設予定で あ り 当該遺跡の断片的な 資料の提供 に 止 ま り 、 そ の全容を窺い知 る こ と

はで き な いが、 遺跡の範囲 は さ ら に東方に広が り 存在す る も の と 考 え ら れよ う 。

し か し、 水俣地方 に 関 す る 文献史料 は少な く 、 断片的 に み ら れる のみで あ る 。 特 に 、 1 4 世紀初頭 ま で の記録 は少な く

不明 な点が多 い。

そ の ため、 長野遺跡で検 出 さ れた事例 について の歴史的位置づけ と 評価に 関 し て は、 明確 に す る こ と がで き な か っ た 。

今後の課題 と し た L 、
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あ と が き

平成 9 年度発掘調査 を 実施 し ま し た 「長野遺跡J の調査報告書 を よ う や く 発行す る こ と がで

き ま し た 。
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そ の 方 々 の御芳名 を 記 し て 感謝 の 意 を 表 し ま す。
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